
奈良県子ども読書活動の充実を目指して

令和２年９月

奈良県教育委員会



はじめに

子どもの読書活動の推進をするための取組を進めるため、平成13年12月に「子ども

の読書活動の推進に関する法律」が施行されました。そして同法第８条の規定に基づ

き、平成14年８月に国は「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定し、

成果と課題や子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化等を踏まえ、平成20年３月に第

２次基本計画、平成25年５月に第３次基本計画、平成30年４月に第４次基本計画を策

定しました。

本県においては、平成15年７月に「奈良県子ども読書活動推進計画」を策定し、平

成23年２月に「奈良県子ども読書活動推進計画－５年間の成果と課題－」を発表しま

した。３度目の発信となります「奈良県子ども読書活動の充実を目指して」の内容を

踏まえ、子どもの読書活動の充実を目指すとともに、令和５年度中に次期計画の策定

を検討してまいります。

「奈良県子ども読書活動推進計画」は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第

９条第１項の規定に基づく計画であり、奈良県における子どもの読書活動の推進に関す

る施策の方向や取組を示したものです。また、同法第９条第２項の規定に基づき、県内

各市町村が子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画を策定する際の基本と

なるものであり、各市町村においても、それぞれの地域における子どもの読書活動推進

の状況等を踏まえて、市町村子ども読書活動推進計画を策定・更新されるよう期待しま

す。

県民の皆様には、推進計画が示しています基本的な考え方や方策について、ご理解と

ご協力、さらに積極的な参画をお願いします。
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１ 奈良県子ども読書活動推進事業の歩み

「奈良県子ども読書活動推進計画」に「子どもの読書活動推進の方策や連携・協力の在

り方について研究・協議を進めること。市町村の計画策定を支援すること。」とあり、こ

れを受けて毎年『奈良県子ども読書活動推進会議』を開催してきました。この推進会議で

得られた意見を、その後のフォーラムなどの取組を通して実践していくという流れを一年

間のサイクルとして、推進を図ってきました。子ども読書活動推進のため、毎年実施して

いる主な取組は、次の５つです。

① 奈良県子ども読書活動推進会議の開催

② 奈良県「子どもの読書活動推進」啓発ポスター募集事業

平成24年度から継続実施

③ 子ども読書活動推進講座の開催

平成24年度まで社会教育センター、平成25年度から人権・地域教育課主催

各年度に実施した推進講座については参考資料２「子ども読書活動推進講座の実施状

況」を参照

④ 子ども読書活動推進会議専門部会の開催

子ども読書活動優秀実践校・図書館ならびに団体に対する文部科学大臣表彰の推薦に

関する協議

各年度の表彰校等については参考資料３「子ども読書活動優秀実践校・図書館・団体

（個人）受賞一覧」を参照

⑤ 子ども読書活動推進フォーラムの開催

各年度に実施したフォーラムについては参考資料１「子ども読書活動推進フォーラム

の開催状況」を参照

以下、子ども読書活動推進に関する年度ごとの国（□印）及び奈良県（○印）の動向を

挙げます。

平成23年度

○ 「奈良県子ども読書活動推進計画－５年間の成果と課題－」で挙げた課題のうち、１

点目の「市町村推進計画策定に向けての支援」と４点目の「学校でのボランティア活用

の支援」に力点をおいて取り組みました。

「市町村推進計画策定に向けての支援」については、市町村の担当者と個別面談を行

うことによって実態を把握する方法や標準的な計画案や策定モデル、フローチャートを

提示する方法、「学校でのボランティア活用の支援」については、平成20年度より開始

された文部科学省委託事業である「学校支援地域本部事業」で地域住民の中から、学校

支援ボランティアとして登録された方の活動の中で図書館支援を進める取組や現在公立

図書館において活動しているボランティアを学校図書館に拡大する取組を検討しました。

10月から11月にかけて、県内公立小・中学校及び高等学校並びに読書ボランティアグル

ープを対象として学校とボランティアの連携状況についてアンケート調査を実施しまし
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た。

○ 県教育委員会では、県内全ての小学３年生の児童とその保護者を対象に、夏休み期間

中に、テレビを見たりゲームをしたりする時間を、読書や学習、家庭での会話などに活

用する「夏休み！ノーテレビ・ノーゲームデーチャレンジ大作戦」を平成25年度まで実

施しました。

平成24年度

○ 市町村、ボランティアを含め、包括的に子どもの読書活動を推進するために、「啓

発」をテーマに２つの新規事業を行いました。

① 奈良県「子どもの読書活動推進」啓発ポスター事業

子どもの読書活動の大切さを伝える機会の創出のため、県内の小・中学校及び高等

学校の児童生徒に対して、子どもの読書活動推進を啓発する内容のポスターを募集す

る事業を実施しました。小・中・高あわせて146点の応募がありました。審査会でそ

のうちの20点を優秀作品とし、県内施設での展示等、啓発に活用しました。

② 「わくわく まなびフェスタ」への参加

「わくわく まなびフェスタ」は、県教育委員会主催の参加型イベントで、様々な

学びの場の具体例を示すことで、県内の子どもの学習意欲の向上を図り、子ども・教

員・保護者へ学びの機会を提供するとともに、本県の教育施策についての理解を深め

てもらうことを目的としていました。この事業の趣旨に合わせて啓発イベントを企画

し、推進会議松川委員の指導の下、奈良県学校図書館協議会所属教諭、奈良教育大学

教職大学院生の協力を得て、おはなしイベント「わくわく アニマシオンに挑戦」を

行いました。

○ 県内各市町村に対して、「市町村子ども読書活動推進計画」策定に関するアンケート

調査を実施しました。

平成25年度

□ ５月、第三次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定、発表されま

した。

○ 「わくわく まなびフェスタ」にあわせて、８月開催の子ども向け読書イベント「絵

本ギャラリーin奈良」に参加、平成24年度の啓発ポスター優秀作品の縮小版絵はがき展

を行いました。

○ 子ども読書活動推進講座は、図書館関係者・読み聞かせボランティア等を対象に、講

義・実践演習の形で実施しました。組織改編のため、平成25年度は県教育委員会事務局

人権・地域教育課主催で計５回開講し、計190名の参加がありました。

○ 子ども読書活動推進フォーラムにおいては、地域・学校・図書館が連携した取組につ

いて、平成25年度は平群町、平成26年度以降橿原市、奈良市、葛城市、王寺町、宇陀市

の順に報告や実践発表を行い、グループワークで情報交換に取り組みました。

平成26年度

□ ７月、学校図書館法の一部を改正する法律が公布され、次の２点が規定されました。
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① 学校には、専ら学校図書館の職務に従事する職員として「学校司書」を置くよう努

めなければならない。

② 国及び地方公共団体は、学校司書の資質の向上を図るため、研修の実施その他の必

要な措置を講ずるよう努めなければならない。

平成27年度

○ 葛城市、宇陀市、山添村において、子ども読書活動推進計画の策定が完了し、県内15

市町村で策定済みとなりました。平成28年度には、大和高田市、御所市が策定を完了し、

子ども読書活動推進計画を策定している市町村の県全体に占める割合が、40％を上回り

ました。

○ 11月、県立図書情報館が開館10周年を迎え、様々な記念行事が行われました。

平成28年度

○ 組織改編により、子ども読書活動推進計画に係る事業についてくらし創造部青少年・

社会活動推進課が所管課となりました。

□ 10月、「これからの学校図書館の整備充実について（報告）」を公表、この報告を踏ま

え、11月、学校図書館の運営上の望ましい基準を定めた「学校図書館ガイドライン」及

び学校司書が職務を遂行するに当たって、履修していることが望ましい科目等を定めた

「学校司書のモデルカリキュラム」が定められました。

□ ３月、小・中学校学習指導要領の告示、総則において学校図書館の利活用や読書活動

の充実が規定されました。

□ ３月、「保育所保育指針」、「幼稚園教育要領」及び「幼保連携型認定こども園教育・

保育要領」では、引き続き子どもが絵本や物語等に親しめるようにすることを定めてい

ます。

平成29年度

□ 第５次「学校図書館図書整備等５か年計画」が開始され、５か年2,000億円以上の地

方財政措置が確定しました。新たに、学校司書の配置が５か年計画に位置付けられまし

た。

○ ２月、県教育委員会事務局学校教育課主催で、学校図書館の利活用の促進や学校図書

館担当者の資質向上を目的に、学校図書館担当者研修を開催しました。（平成30年度も

引き続き開催。）各学校図書館関係者に学校図書館ガイドラインや学校図書館に関する

県内の状況を説明、学校図書館の活用を進める重要性や司書教諭及び学校司書の役割に

ついて理解を促しました。あわせて、平成29年度からの学校図書館図書整備等５か年計

画の策定に伴う地方財政措置についても、各市町村教育委員会と学校に確認し、学校図

書館の図書整備、新聞配備及び学校司書の配置に役立てるよう呼びかけました。

□ ３月、高等学校学習指導要領の告示、総則において学校図書館の利活用や読書活動の

充実が規定されました。
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平成30年度

□ ４月、第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定されました。

□ 上記計画には、「近年の情報通信手段の普及は、子供の読書環境にも大きな影響を与

えている可能性がある。」と記載されていますが、今後、国において実態把握とその分

析を行うとされており、その結果等を踏まえて対応を検討していく必要があります。

○ 県教育委員会事務局学校教育課で、県内の学校において学校司書が効果的に取り組ん

でいる学校の事例を「学校司書実践事例集」としてまとめ、３月、この事例集を各市町

村教育委員会や学校に配布し、学校司書の配置を促すための取組を進めました。

平成31年度

○ 子ども読書活動推進計画に係る事業について、平成20年度から所管したくらし創造部

（平成20年度は生涯学習・スポーツ振興課、平成21年度より青少年・生涯学習課、平成

28年度より青少年・社会活動推進課が担当課）より、県教育委員会事務局学校教育課に

移管されました。
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２ 各調査結果の推移からみた現状と課題

子どもの読書に関する意識や取組を、近年の調査結果の推移から考察します。

① 読書は好きですか。（全国学力・学習状況調査）

平成31年度の調査結果 （ ）内は全国平均

当てはまる ど ち ら か と い え どちらかといえば、 当てはまらない

ば、当てはまる 当てはまらない

小学校 41.7 (44.4) 29.7 (30.6) 18.5 (16.7) 10.0 ( 8.2)

中学校 34.4 (39.1) 27.3 (29.0) 21.1 (19.0) 17.1 (12.8)

46.246.6
45.0

46.046.4
45.3

44.0
42.4

44.043.5

41.141.540.9
42.543.2

42.0
40.340.1

41.941.3

30

40

50

60

平29平28平27平26平25平24平22平21平20平19

読書は好きですか

⇒回答：当てはまる（中学校）

全国 奈良県

46.246.6
45.0

46.046.4
45.3

44.0
42.4

44.043.5

41.141.540.9
42.543.2

42.0
40.340.1

41.941.3

30

40

50

60

平29平28平27平26平25平24平22平21平20平19

読書は好きですか

⇒回答：当てはまる（中学校）

全国 奈良県

44.4

49.149.549.049.0
47.948.047.9

46.646.245.5

41.7

46.547.146.4
47.546.747.546.8

45.6
44.6

43.4

30

40

50

60

平31平29平28平27平26平25平24平22平21平20平19

読書は好きですか

⇒回答：当てはまる（小学校）

全国 奈良県

39.1

46.246.6
45.0

46.046.4
45.3

44.0
42.4

44.043.5

34.4

41.141.540.9
42.543.2

42.0
40.340.1

41.941.3

30

40

50

60

平31平29平28平27平26平25平24平22平21平20平19

読書は好きですか

⇒回答：当てはまる（中学校）

全国 奈良県
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○ 全国は国立・公立・私立学校の全児童生徒で、奈良県は公立学校の児童生徒のデータ

を比較しています。対象は、小学校６年生、中学校３年生、平成23年度は東日本大震災

の影響で中止。単位は％です。（以下同じ）

○ 平成30年度は、質問紙調査の設問に含まれていません。

○ 「読書は好きだ」と回答した児童生徒の割合は、全ての年度で全国平均を下回ってい

ます。

○ 小学校では、平成24年度までは微増傾向で全国平均との差を縮めていましたが、以降

は停滞し差が拡大する傾向にあります。

○ 中学校では、小学校より全国平均との差が大きく、全国平均が平成29年度まで微増の

傾向にあるのに対して、奈良県は足踏み状態で、その差が拡大する傾向にあります。

② 学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、読

書をしますか。（全国学力・学習状況調査）

平成31年度の調査結果 （ ）内は全国平均

２時間以上 １ 時 間 以 30分以上、 10分以上、 10 分 よ り 全くしない

上、2時間 １時間より 30分より少 少ない

より少ない 少ない ない

小学校 6.8( 7.1) 10.4(11.3) 19.4(21.6) 24.7(25.9) 16.1(15.5) 22.6(18.6)

中学校 4.5( 4.8) 5.7( 7.7) 11.2(14.6) 19.1(23.4) 16.0(14.8) 43.5(34.7)

65.966.3

63.463.6
64.564.9

63.1

60.7

62.7

61.4

62.9
64.1

61.361.7

58.8
59.860.2

62.4

59.856.0

61.2

58.9

61.7
61.0

50.5

53.5

51.8

50.0

52.4
53.4

51.7

50.3
49.4

48.1

49.8

51.1

40.543.543.7

42.3

43.8

46.6

44.3

41.8

43.6
44.1

46.2
47.1

40

50

60

70

平31平30平29平28平27平26平25平24平22平21平20平19

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，

読書をしますか⇒回答：10分以上

全国（小） 奈良県（小） 全国（中） 奈良県（中）
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○ 小学校では、学校の授業時間以外で平日に継続的に読書をしている児童の割合につい

て、全ての年度で全国平均を下回っています。年度による増加減少の動向は全国平均と

同様ですが、その差が拡大する傾向にあります。

○ 中学校においても、全ての年度で全国平均を下回っています。また、小学校より全国

平均との差が大きく、「（１）読書は好きですか」の調査結果の傾向と同様に、平成22年

度以降、全国平均との差が拡大しています。

○ 学校段階が進むにつれて読書離れの傾向が見られるのは全国と同様ですが、奈良県で

はその傾向が強く、また近年強まっている状況があります。

○ 全国的には、「読書を全くしない」と回答する中学校生徒の割合が減少傾向にありま

すが、奈良県では40％以上の割合のまま足踏み状態で、全国平均との差が広がりつつあ

ります。

③ 昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読

んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行

きますか。（全国学力・学習状況調査）

平成31年度の調査結果 （ ）内は全国平均

だいたい週に 週に１～３回 月に１～３回 年に数回程度 ほとんど、また

４回以上行く 程度行く 程度行く 行く は、全く行かない

小学校 2.0 ( 3.5) 8.8 (13.7) 21.2 (23.4) 33.1 (29.3) 34.6 (29.8)

中学校 1.7 ( 2.2) 3.6 ( 6.2) 7.9 (12.3) 21.1 (24.1) 65.5 (55.1)
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12.512.612.412.0
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昼休みや放課後，学校が休みの日に，本を読んだり，借りたりするために，学校図書

館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか

⇒回答：月１回以上行く

全国（小） 奈良県（小） 全国（中） 奈良県（中）
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○ 平成30年度は、質問紙調査の設問に含まれていません。

○ 学校図書館や地域の図書館に月１回以上行く児童生徒の割合について、全ての年度で

全国平均を下回っています。年度による増加減少の動向は全国平均と同様です。

○ 小学校においては、全国平均、奈良県とも平成25年度をピークとして以降５年間減少

傾向が見られました。

○ 中学校では、全国平均、奈良県とも足踏み状態で、その差に大きな変化はありません。

○ 学校図書館や地域の図書館に「ほとんど、または、全く行かない」と回答した児童生

徒数の割合が、小学校では全体の１／３、中学校では２／３で、特に中学生は全国平均

を大きく上回っています。

④ 子ども読書活動推進計画を策定している市町村の割合（都道府県及び市町村における

「子供読書活動推進計画」策定状況調査）

○ 子ども読書活動推進計画を策定している市町村の割合は、平成30年度末の時点では全

体で43.6％、市で83.3％、町村で25.9％です。国の第四次「子供の読書活動の推進に関

する基本的な計画」においては、令和４年度末までに市町村推進計画の策定済みの地方

公共団体の割合が、市にあっては100％、町村にあっては70％以上を目標としています。

○ 推進計画の策定が進まない市は、図書館業務を委託しているため図書館に市職員がい

ない状況にあり、計画策定の中心となる立場のスタッフがいないことが影響しています。

町村では、図書館自体が域内に設置されていない場合が多く（全27町村中15町村で図書

館を設置していません。その15町村中14町村で推進計画が未策定です。）、読書活動の推

80.3
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市町村における子供読書活動推進計画の策定状況

全国 奈良県
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進に注力しにくい状況があると考えられます。

県内市町村の子ども読書活動推進計画策定状況

令和２年度 五條市 平成24年度 平群町 橿原市まとめ

令和元年度 香芝市２次 平成23年度 大和郡山市報告

平成30年度 平成22年度 斑鳩町２次 （奈良県成果と課題）

平成29年度 平成21年度 広陵町 生駒市まとめと課題

平成28年度 大和高田市 御所市 山添村 平成20年度

平成27年度 葛城市 斑鳩町３次 平成19年度 橿原市 香芝市

広陵町２次 香芝市報告 平成18年度 奈良市 大和郡山市 天理市 川上村

平成26年度 宇陀市 大和郡山市まとめ 平成17年度 斑鳩町 田原本町

平成25年度 平成16年度 生駒市 川西町
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３ 取組及び成果と課題

「奈良県子ども読書活動推進計画」において、家庭・地域・学校がそれぞれ取り組む具

体的な推進方策を示しています。また、それら３つの取組主体が相互に連携・協力し、そ

れぞれが実施する取組をさらに充実したものにするよう提言しています。

以下、家庭・地域・学校の取組、また、取組を促すための啓発活動を紹介し、成果と課

題を挙げます。

（１）家庭における読書活動

○ 子どもの読書活動の重要性について広く県民の理解を深め、学校や図書館だけでなく

家庭においても実践を促すため、県は「奈良県子ども読書活動推進フォーラム」及び

「子ども読書活動推進講座」を実施してきました。

○ 「奈良県子ども読書活動推進フォーラム」では、学校関係者や図書館関係者だけでな

く、読書ボランティアを対象として、学校や図書館における子ども読書活動推進への取

組をさらに充実させることはもちろん、家庭において読み聞かせをする効果などについ

ての理解を促進する機会としてきました。

○ 「子ども読書活動推進講座」では、教職員だけでなく読み聞かせボランティアや読み

聞かせに関心のある方を対象に、読み聞かせの効果や読書の大切さを伝えると同時に、

具体的な読み聞かせの手法やブックトークについての講座を実施しました。

○ 独立行政法人国立青少年教育振興機構の「子どもゆめ基金」による助成を活用した事

業等、地域のボランティアや企業が連携して実施する子どもの読書活動に関連する活動

に参加、後援してきました。

○ 子ども読書の日（４月23日）や読書週間には、県内の学校や図書館で図書の展示やお

はなし会、ブックトーク、ブックリストの配布等の読書関連行事が行われています。

○ 乳幼児の健康診査時に、ブックスタートとして絵本や読書啓発冊子等を配布する啓発

活動を実施している市町村があります。

（２）地域における取組

① 県立図書情報館

○ 平成17年４月に開設した県立図書情報館では、県内の公立図書館職員等を対象とした

研修や県内公立図書館・公民館図書室等への図書資料の協力貸出、レファレンス協力や

インターネット上で県内図書館の蔵書目録情報が横断的に検索できるシステム（蔵書横

断検索システム）の運用などを行っています。

○ 基本的には調査・研究向けの図書館ですが、毎月１回｢こども図書室｣を開室し、ボラ

ンティアによる読み聞かせや紙芝居を行っています。

○ 平成21年度からは、子どもと大人の中間世代に当たる年齢層の読書拡大をはかるため

に、館内にＹＡ（ヤングアダルト）コーナーを設けています。毎年、夏の時期には｢夏

のとも～どんとこい！読書感想文｣として、課題図書や読書感想文を書くためのおすす

め本を展示しています。このほか、年に数回テーマを決めて図書展示を行っています。
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○ 県内市町村・学校図書環境支援事業として、平成24年から図書館未設置地域への絵本

・読み物のセット貸出を実施しています。地域の公民館や市町村教育委員会を窓口とし

て、主に小・中学校に直接搬送しています。また、必要な場合、貸出を行った地域に当

館司書が出向き、セット貸出の紹介も含めたブックトークやおはなし会の出前講座を行

っています。

○ 学校図書館を活用した授業の在り方に関する教職員研修会等の講師派遣を行っていま

す。

○ 県内市町村立図書館及び高等学校図書館への図書・資料の貸出を行っています。

○ 奈良県図書館協会、同公共図書館部会等において、図書館事業の振興と発展ならびに

図書館や学校図書館の資質向上を図る活動に中心的に参加しています。

県内市町村立図書館の貸出冊数（公益社団法人日本図書館協会 日本の図書館統計）

② 市町村立図書館

○ 県内には、平成31年４月１日現在で30の市町村立図書館があり、図書館を設置してい

る自治体は、市では100％（12市18館）、町では73％（15町中11町）、村では８％（12村

中１村）となっています。全国の市町村の設置率は、市立は98.4％、町立は61.5％、村

立は26.2％です。（平成27年10月1日現在文部科学省「社会教育統計」による）

○ 平成20年から平成31年の日本の図書館統計の結果によると、県内の市町村立図書館で

は奉仕人口が平成21年のピーク時から4.2％減少する中、個人貸出冊数は12.5％減少し、

奉仕人口１人あたりの貸出冊数も5.8冊から5.3冊に減少しました。
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県内市町村立図書館の奉仕人口と個人貸出冊数

奉仕人口 登録者数 個人貸出冊数 １人あたりの貸出冊数
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県内市町村立図書館の児童書貸出冊数

（公益社団法人日本図書館協会 日本の図書館統計）

○ 同じく、15歳未満の年少人口が平成21年から16％近く減少する中、個人児童書貸出冊

数は25％近く減少し、年少者１人あたりの児童書貸出冊数も13.2冊から12.0冊に減少し

ました。また、市立図書館に比べて町村立図書館が、奉仕人口に対する登録者の割合、

奉仕人口１人あたりの貸出冊数、年少者１人あたりの児童書貸出冊数とも大きく上回っ

ています。

平成31年の日本の図書館統計より

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

奉仕人口 登録者数 個人貸出冊 １人あたり ①のうち ③のうち児 １人あたりの

数 の貸出冊数 年少人口 童書貸出冊 児童書貸出冊

③／① 数 数 ⑥／⑤

市立図書館 1,059,225 448,751 4,724,083 4.46 128,112 1,364,922 10.65

町村立図書館 227,682 201,863 2,059,763 9.05 27,814 511,325 18.38

①については、奈良県総務部知事公室統計分析課発表の「奈良県市町村別推計人口調査 平成31年４

月１日」による。

⑤については、奈良県総務部知事公室統計分析課発表の「奈良県推計人口年報 市町村別、年齢３区分

別人口 平成30年10月１日」による。
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○ 地域における子どもの読書活動を推進するためには、子どもが読書活動をより身近に

感じられる環境を整備していくことが重要です。全国では児童室を設置している図書館

の割合は63.6％です（平成27年10月1日現在文部科学省「社会教育統計」による）が、

県内のほとんどの市町村立図書館は、児童室や児童コーナーを整備しています。

○ 県内の全ての市町村立図書館は、読み聞かせやおはなし会などの児童サービスを実施

しています。また、ブックリストの配布やブックスタート事業も展開しており、家庭で

読書に親しむきっかけづくりに取り組んでいます。

○ 中高生を対象としたＹＡ（ヤングアダルト）コーナーの設置や、学校との連携として

団体貸出、調べ学習、出前おはなし会・ブックトーク・ビブリオバトル、職場体験学習、

学校への司書派遣、司書教諭の研修受入れ、除籍本の譲渡、ブックリストや広報誌・図

書館報の配布等を行い、ヤングアダルト層の読書を促進させる取組を行っています。

○ 電子書籍元年と呼ばれる平成22年ごろからの電子書籍の普及と並行して、全国の公共

図書館で電子書籍の閲覧や貸出のサービスが始まっています。県内でも広陵町（平成28

年開始）、斑鳩町（平成29年開始）、大和高田市（平成30年開始）が、電子図書館のサー

ビスを提供しています。

③ ボランティア

○ 読書ボランティアは、ほとんどの公立図書館で活動を行っており、図書館で行われる

行事への参加やおはなし会等子どもの読書活動を推進する様々な活動に連携して取り組

んでいます。

○ 平成20年度から22年度まで実施された文部科学省委託事業「学校支援地域本部事業」

により、学校支援ボランティアとして登録された地域住民の方々が読書ボランティアと

して多くの学校で図書室整備や読み聞かせ等の活動をされました。その結果、学校とボ

ランティアの連携が前進しました。

○ 平成23年度以降も、地域住民の方々による積極的なボランティア活動によって、子ど

もたちの学習活動や課外活動を充実させる奈良県学校・地域連携事業として継続されま

した。平成24年度には、県内小学校100校、中学校39校で実施されました。そのうち小

学校31校、中学校３校で地域ボランティアによる読み聞かせ、小学校38校、中学校12校

で図書室の整備・運営が行われました。その後も、公立小・中学校では、平成25年度よ

り始まった奈良県学校・地域パートナーシップ事業を中心とした「地域と共にある学校

づくり」の取組の中で、保護者・地域住民が学校運営に参画し、学校と保護者・地域が

協働し、地域ぐるみで子どもたちを育てる仕組みを整えつつあります。

○ 奈良県では平成23年度から奈良県ボランティア登録制度が始まりましたが、県内の読

書活動に関する民間ボランティア団体については、市町村の公共図書館が主導して、学

校、地域とともに、ボランティアをまとめている場合が多くあります。
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（３）学校における取組

学校の読書活動に関する取組や状況を、近年の調査結果の推移から考察します。

① 全校一斉の読書活動

全校一斉の読書活動を実施している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

○ 学校図書館の現状に関する調査は、平成20年度以降隔年で実施されてきましたが、平

成30年度は未実施。全国、奈良県とも公立学校のデータを比較しています。単位は％で

す。

○ 小学校については、わずかな差ではありますが、全ての年度で全国平均を下回ってい

ます。

○ 中学校については、平成20年度は全国平均と同程度の割合でしたが、以降減少傾向が

著しく、県内３分の１の中学校が全校一斉の読書活動を実施していません。

○ 高等学校では、全ての年度で全国平均を大きく上回り、県内では平成26年度以降中学

校を上回っています。

○ 特別支援学校については、全校一斉読書を実施している学校数の割合は平成28年度の

調査で小学部22.2％、中学部22.2％、高等部20.0％、全国平均は小学部25.1％、中学部

22.3％、高等部20.7％でした。

○ 特別支援学校においては、児童生徒の障害の状態等に応じて読み聞かせを行ったり、

音声読み上げソフトを利用したりするなど読書の啓発に努めています。
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② 学校におけるボランティアの活用

○ 平成20年度から22年度まで実施された文部科学省委託事業「学校支援地域本部事業」

により、学校支援ボランティアとして登録された地域住民の方々が読書ボランティアと

して多くの学校で活用されました。その結果、平成20年度から平成22年度にかけて大き

く割合が増加しました。

○ 小学校については、平成20年度当時全国平均を大きく下回っていた状況から平成22年

度以降活動が定着し、平成28年度には全国平均に並ぶ程度に割合が増加しました。

○ 中学校、高等学校については、概ね全国平均を上回る割合で推移していますが、平成

22年度以降足踏み状態で、ボランティアの活用については停滞しています。

○ 特別支援学校については、ボランティアを活用している学校数の割合は平成28年度の

調査で小学部44.4％、中学部22.2％、高等部20.0％、全国平均は小学部30.3％、中学部

23.1％、高等部18.5％。読み聞かせなどの読書活動の支援を行っています。

ボランティアを活用している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

③ 公共図書館との連携

○ 小・中学校については、全ての年度で全国平均を下回り、その差が拡がる傾向にあり

ます。なお、県内の市町村立図書館については、平成20年度以降新規の開館はありませ

んでした。

○ 高等学校では、全ての年度で全国平均を大きく上回っています。特に、平成20年度の

50％に満たない状況から平成22年度以降、多くの学校が公共図書館の図書資料の貸出を
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公共図書館との連携を実施している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

利用するようになり、80％以上の割合で推移しています。

○ 特別支援学校では、平成28年度の調査で公共図書館との連携を実施しているのは１校

（小学部）で、図書館資料の貸出を利用しています。

④ 学校図書館の環境整備

○ 「学校図書館図書標準」は、公立の義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整

備を図る際の目標として設定されたもので、そのための所要の財源については、平成５

年度から５か年計画（平成29年度から第５次計画）により地方交付税措置が講じられて

います。

○ 学校図書館に整備すべき蔵書の標準として定められた学校図書館図書標準を達成して

いる学校数の割合は、小・中学校ともに増加していますが、全国平均と比べ大きく下回

っている状況です。また、全国平均の増加の度合いに比べて奈良県の増加の度合いが小

さくなっています。

○ 全国平均では、小学校の整備が中学校よりも進んでいますが、奈良県では小・中学校

とも整備の状況は同程度の低い割合です。

○ 特別支援学校については、学校図書館図書標準を達成している学校数の割合は平成28

年度の調査で小学部11.1％、中学部22.2％、全国平均は小学部14.0％、中学部3.7％で

した。
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学校図書館図書標準を達成している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

⑤ 司書教諭と学校司書

司書教諭を配置している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

平成28年４月現在司書教諭発令状況

奈良県 全国

１２学級以上の学校 100.0% 99.4%
小 学 校

１１学級以下の学校 56.7% 28.7%

１２学級以上の学校 100.0% 98.9%
中 学 校

１１学級以下の学校 64.6% 31.2%

１２学級以上の学校 100.0% 99.3%
高等学校

１１学級以下の学校 75.0% 36.2%

○ 学校における読書活動推進の中核となる司書教諭の発令状況については、学校図書館

法に「司書教諭を必ず置くこと」とされている12学級以上の学校では、小学校、中学校、

高等学校ともに全ての学校で発令されています。

また、学校図書館法附則に「当分の間司書教諭を置かないことができる」とされてい

る11学級以下の学校については、小学校、中学校、高等学校ともに全国平均を上回って

います。

○ 司書教諭としての発令を受けている教諭は、そのほとんどが授業時数の軽減がなく

（平成28年度調査で小学校0.6％、中学校0.0％、高等学校2.9％、全国平均は小学校10.0

66.4

60.3

56.8

50.6

45.2

55.3

50.0

47.5

42.7

39.4

36.1

33.7

27.7

23.5
24.5

33.7
31.7

24.0

20.6
22.4

10

20

30

40

50

60

70

80

平28平26平24平22平20

学校図書館図書標準を達成している学校数の割合

全国（小） 全国（中） 奈良県（小） 奈良県（中）



- 18 -

％、中学校10.5％、高等学校7.6％）、学校図書館の機能を充実させるために、司書教諭

としての活動を十分に行えるよう工夫することが望まれます。

○ 特別支援学校については、司書教諭を配置している学校数の割合は平成28年度の調査

によると小学部、中学部、高等部とも100％、全国平均は小学部62.2％、中学部51.2％、

高等部67.2％でした。

学校司書を配置している学校数の割合（学校図書館の現状に関する調査）

○ 平成26年度７月の学校図書館法の改正で初めて明文化され、学校に置くよう努めなけ

ればならないとされた学校司書を配置している学校数の割合は、学校図書館図書標準の

達成状況と同様に小・中学校ともに全国平均と比べ下回っています。また、全国平均の

増加の度合いに比べて奈良県の増加の度合いが小さくなっています。

○ 全国平均、奈良県ともに、小学校、中学校の学校司書を配置している学校数の割合は

同程度の割合で推移しています。

○ 高等学校においては、全ての年度で全国平均を上回っています。

○ 特別支援学校については、学校司書を配置している学校数の割合は平成28年度の調査

によると小学部0.0％、中学部0.0％、高等部10.0％、全国平均は小学部8.9％、中学部6.4

％、高等部11.0％でした。

⑥ 成果と課題

以下、学校における取組の成果（○印）と課題（●印）を挙げます。
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○ 高等学校においては、全国平均以上に学校司書が配置され、全校一斉の読書活動や公

立図書館との連携も進んでいます。

○ 小学校においては、ほとんどの学校で全校一斉の読書活動に取り組んでいます。ボラ

ンティアの活用においても、80％以上の学校で取組が進んでいます。

● 全国学力・学習状況調査において、「読書は好き」、「普段、１日当たり10分以上読書

をする」、「学校図書室や地域の図書館に月１回以上行く」と回答した児童生徒数の割合

は、いずれも全国平均を下回り、特に中学校では近年全国平均との差が拡大しています。

県内高校生の読書に関する調査結果はありませんが、全国的な傾向以上に学校段階が進

むにつれて読書離れが進行していると考えられます。

● 県内３分の１の中学校が全校一斉の読書活動を実施していません。

● 一定の改善が進んでいるとはいっても、小・中学校の学校図書館図書標準の達成率、

学校司書の配置率はいずれも全国平均と比べて低く、その差が拡大しています。

● 司書教諭の発令状況については、小学校、中学校、高等学校ともに全国平均を上回っ

ていますが、そのほとんどが授業時数の軽減がなく、図書館活用にかかる時間を確保で

きていない状況にあります。

● 小・中学校においては、公立図書館と学校図書館との連携が進んでいません。
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４ 基本的な考え方

「奈良県子ども読書活動推進計画」においては、「子どもが読書に親しむための機会の

提供」、「子どもの読書活動を推進するための環境の整備と充実」、「子どもの読書活動につ

いての啓発と推進体制の整備」の３点を基本方針としました。国の基本方針や本県の推進

計画策定以降の期間における成果と現状の課題を踏まえ、今後は次の基本的な考え方を踏

まえて子どもの読書活動推進に取り組みます。

１ 子どもが読書に親しむための機会の提供

子どもが読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するためには、乳幼児期から発達段

階に応じた読書活動が行われることが大切です。奈良県では、家庭、地域、学校それぞ

れが相互に連携・協力し、子どもの発達の段階に応じて、子ども自身が読書の楽しさを

知るきっかけを作り、その読書活動を広げ、読書体験を深める働きかけを行います。

２ 子どもの読書活動を推進するための環境の整備と充実

子どもの読書活動は、家庭における日常的な本との出会い、学校における適切な読書

の指導、そして豊富な本がそろった身近な図書館の存在などによって一層広がっていき

ます。そのため、奈良県では、子どもの自主的な読書活動に資するため、子どもが適切

な本にめぐり会えるよう、子どもと本をつなぐ役割を果たす人材の育成等、人的な環境

の整備に努めるとともに、施設、設備その他の物的諸条件の整備・充実に努めます。

３ 子どもの読書活動についての啓発と推進体制の整備

子どもの読書活動を効果的に推進していくためには、学校をはじめ子どもの読書活動

にかかわる機関や団体が連携するとともに、子どもの読書活動の意義や重要性について

家庭や地域の理解を得ることが必要です。そのために、奈良県では推進体制を整備し、

県民の読書活動への関心を高めるための啓発・広報を進めます。



- 21 -

５ 推進のための具体的方策

（１）家庭における読書活動の推進

○ 家庭における読書活動が進むよう、学校、図書館、市町村保健センター、民間団体、

民間企業等の様々な機関が連携・協力して、必要な支援が行えるような体制づくりに努

めます。

○ 家庭教育支援に関する講座・研修会等において、家庭における読み聞かせの楽しさや

読書の重要性について理解の促進を図ります。

○ 子どもの発達段階に応じた読書活動に関する情報をホームページで公開することなど

により、子どもや保護者への啓発及び情報提供に努めます。

○ 乳幼児と保護者に絵本を手渡し家族のコミュニケーションを促す活動であるブックス

タートの取組を、地域の実情に応じて、より多くの市町村で実施されるよう、情報提供

や活動の支援に努めます。

○ 公立図書館においては、親子で参加できるおはなし会等を開催することにより、本に

親しむ機会をつくるとともに、児童書や保護者層に向けた図書の情報を積極的に発信す

ることにより、図書館への来館、貸出サービスの利用を促しつつ、家庭での読書活動を

支援します。

○ 学校や園からは、学校だより等を活用した読書や読み聞かせの重要性の啓発、様々な

読書活動への親子での参加の呼びかけを通じ、保護者に対して子どもが本に親しむこと

への理解を促進します。

（２）地域における読書活動の推進

① 県立図書情報館の取組

○ 児童書を含めた図書情報の収集、研究書等の収集、子どもの読書に関する情報の収集、

提供に努め、市町村立図書館における子ども向けの図書の計画的な整備と充実を支援し

ます。

○ 図書館横断検索システム等の活用による資料相談、読書相談の取組をはじめ、貸出サ

ービスの利用促進など、図書館から離れた地域へのサービスの一層の充実を図ります。

○ 司書の専門的知識・技術の研鑽と向上を図る研修についても充実を図ります。

② 市町村立図書館の取組

○ 子どもたちが図書館を知り関心を高めるための取組を進めるとともに、引き続きブッ

クスタート事業やおはなし会その他のイベントの開催、ブックトークやブックリストに

よる本の紹介等を通じて未就学児及び保護者、児童・生徒がより多様な本に出会い読書

の幅を広げていくことができるよう、公立図書館の利用促進の取組を進めます。

○ 市町村立図書館が所蔵する児童・青少年用図書等に関する情報や読み聞かせ会の開催

等、子どもの読書活動の機会に関する情報を積極的に住民に提供するとともに、子ども

たちが気軽に図書館に足を運び、本を借りたくなるような工夫に努めるよう促します。

○ 市町村立図書館のホームページやソーシャルメディアの活用等、インターネットを活
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用した子どもの読書活動に関する積極的な情報提供が行われるよう促します。

○ 「第３の居場所（サードプレイス）」としての図書館の魅力や役割について関係者の

理解を促進し、様々な家庭環境にある子どもたちが図書館を利用し、読書に親しむこと

のできる環境づくりを促します。

○ 県内に在住する外国籍の子どもたちが読書に親しみ、日本の子どもたちも多様な言語

や文化を理解できるよう、多様な文化に対する理解を深めるための取組を支援します。

③ ボランティアの取組

○ 読み聞かせなどのボランティア活動の一層の充実を図るため、活動を行っている人や、

これから活動をしたいと考えている人を対象にした養成講座やスキルアップ講座の開催

を推進します。また、読書ボランティアが集まり、互いに連携して活動の情報や実践を

交流し合うネットワークづくりや研修の機会を提供します。

○ 読み聞かせボランティアなどの活動を支援するため、県内の読み聞かせボランティア

などに関する情報をはじめ、子ども読書活動に関わる情報を収集・提供することにより、

各地域での活動の充実を促します。

○ 優秀な実践事例の紹介などにより、読み聞かせボランティアなどと学校、図書館等と

の連携・協力を促進します。特に、市町村立図書館においては、読み聞かせ等の読書ボ

ランティア活動と連携して、ボランティア活動の機会や場所が提供されるよう促します。

○ 国の民間団体に対する支援制度である「子どもゆめ基金」や民間の子ども読書活動へ

の助成等の情報提供に努め、その活用を奨励することにより、ボランティアが行う子ど

もの読書活動を推進する取組を支援します。

（３）学校における読書活動の推進

① 教科等の授業時間における読書活動

ア 幼稚園・保育所・認定こども園において、子どもが幼児期から本に親しむ機会を提供

するとともに、家庭における読み聞かせの大切さを保護者に伝えたり、おすすめの絵本

を紹介したりする取組が大切です。

○ 幼稚園・保育所・認定こども園の指導計画において、読み聞かせを積極的に盛り込

むよう働きかけます。

○ 保護者におすすめの絵本の紹介や貸出をすることなどを通して、家庭との連携を密

にするよう促します。

○ 児童生徒や地域ボランティアが幼児に読み聞かせを行うなど、異年齢交流を通して

子どもが絵本に親しむ機会が増えるように促します。

イ 学校においては、国語科を中心とした全ての教科等の授業において、意図的・計画的

な読書活動を推進することが重要です。また、様々な本や資料を読み取って自分の考え

をまとめるような学習を充実させることが重要です。

○ 全ての校種において、学校図書館教育全体計画の見直しや年間指導計画の充実を促

します。

ウ 全ての県立高等学校において、平成25年度から「奈良ＴＩＭＥ～ 郷土奈良の伝統、

文化等に関する学習～」を実施しています。
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○ 学校図書館に郷土に関する資料を配置するなど、生徒が必要なときに活用できる環

境を整備し、様々な資料を活用して「奈良ＴＩＭＥ」の学習を充実させることで、読

書活動の推進につなげます。

② 授業時間以外における読書活動

ア 学校においては、児童生徒が生涯にわたる読書習慣を身に付けるとともに、自らの読

書の幅を拡げるため、様々な本に触れる機会を確保することが重要です。

○ 全校一斉の読書活動は、日常的に読書に親しんでいない児童生徒にも一定時間本に

接する機会を設けることができるため、全ての子どもに読書の習慣付けを図るうえで

有効な取組といえます。読書は本来非常に楽しいものであり、きっかけさえ与えれば、

子どもはすぐに本に夢中になることができます。また、朝の読書活動の取組は子ども

の集中力・継続力が増し、落ち着いて授業に入ることができるという効果があり、学

校生活のリズムづくりという観点からも推進されていますが、マンネリ化を防ぐため

にも、子どもが楽しみながら自主的に行う読書活動につながるよう工夫していくこと

が重要です。今後も、県内のより多くの学校で、朝の読書活動をはじめとする全校一

斉読書活動の一層の普及、充実に努めます。

イ 読書活動を推進する気運を高めるためには、例えば「子ども読書の日」等で行われる

様々なイベントを通じて、読書活動の意義や重要性についての普及・啓発に、継続的に

取り組むことが大切です。

○ 「子ども読書の日」(４月23日、子どもの読書活動の推進に関する法律)、「古典の

日」(11月１日、古典の日に関する法律)、「文字・活字文化の日」（10月27日、文字・

活字文化振興法）等に学校が一斉に読書活動を推進する取組を行うことを促し、それ

ぞれの日の意義を広く周知し、子どもが読書することの大切さをアピールします。

ウ 推薦図書、必読書を選定することは、子どもに本への関心をもたせ、読書を促すため

に大切な取組です。推薦図書や必読書の選定リストを活用し、子どもたちと本との出合

いの機会を一層増やしていくことが大切です。

○ 県教育委員会や公立図書館、学校図書館研究会等が協力して読書活動の指針となる

よう子どもの年齢に応じた優良図書を選定し、小冊子等を作成して優良図書への関心

を高めます。

○ 学校が、その小冊子等を活用したり、児童生徒の実態に応じて独自に推薦図書等を

選定したりして、読書への啓発を行うよう促します。

○ 推薦図書コーナーの設置、ビブリオバトルやＰＯＰ作成等の取組を通して、児童生

徒が相互に図書を紹介することで、様々な分野の図書に触れ、読書の幅を広げる機会

を増やすよう促します。

エ 学校においては、例えば、児童生徒が現代の様々な課題について図書資料を活用して

調べたり、読書感想文コンクールに応募したりする、また、読書会等に参加する等の取

組により、児童生徒が読書を通じて様々なものの見方や考え方に触れるとともに、生き

方を考え、表現する機会を意図的に設定していくことが大切です。

○ 奈良県学校図書館協議会が開催している読書感想文コンクールや読書感想画コンク

ールに、学校が積極的に参加するよう促します。
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○ 児童生徒が読んだ本の内容について友達や家族と話し合う取組の普及を促します。

○ 高等学校で、読書を通して学んだことや感じたこと、考えたこと等を発表する機会

を設定する取組の普及を促します。

③ 障害のある児童生徒の読書活動

障害のある児童生徒は、特別支援学校、特別支援学級のみならず、通常の学級にも在

籍していることを踏まえ、障害の状態等に応じた選書や環境の工夫、視聴覚機器や情報

機器の活用等、児童生徒と本の出会いの場や継続的に関わることができる環境づくりに

努め、豊かな読書活動を体験できるように働きかけます。また、児童生徒や保護者に、

障害の状態等に応じた読書の方法や、必要な図書の利用方法等について情報を提供し、

支援に努めるよう促します。

④ 教職員の読書活動推進に関する意識の高揚

各学校においては、様々な図書を読んだり資料を調べたりするなど、多様な読書活動

を各教科等の指導計画に位置付けることにより、国語科を要としつつ、全ての教科等を

通じて読書指導を推進することが大切です。そのためには、全ての教職員が連携し、学

校全体で児童生徒の読書活動を推進していく体制を整備することが重要です。

○ 県教育委員会から指導主事が要請訪問として学校に出向く際には、学校図書館に関

する状況を把握するとともに、読書活動の推進に関する指導と助言を行います。

○ 子どもの読書活動優秀実践校の実践事例など、優れた実践事例や読書指導に関する

先進的な取組事例を参考にして、各学校独自の多様な読書活動の展開、教職員の意識

や指導力の向上、学校図書館を活用した指導の充実を図る研修の実施を促します。

○ 児童生徒の読書活動の推進について、校長のリーダーシップの下、学校司書や司書

教諭が中心となり、教職員・ボランティア等が連携・協力して、それぞれの立場から、

取組を進める体制づくりを促します。

⑤ 地域との連携

ボランティアの活用について、図書館サービスに係る支援や図書施設の整備に係る支

援だけでなく、読み聞かせやお話し会などの取組も子どもが本と出会うきっかけづくり

に大きな役割を果たしています。

○ 全ての学校において、学校図書館の開館率の向上を目指し、ボランティアを対象と

した図書修繕や分類方法等に関する研修会や交流会を開催することで、ボランティア

による学校図書館への支援や協力を促します。

○ 保護者や地域の方々から不要になった児童書をリサイクル図書として活用する取組

を推進し、地域のボランティアの方々による学校図書館の環境整備として学校図書館

の蔵書の充実を促します。

（４）推進のための諸条件の整備・充実

① 公共図書館の整備・充実

○ 子どもの読書活動を推進する上で地域の図書館が重要な役割を果たすことから、十分
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な図書資料をもち、専門的知識をもつ担当職員を配置している市町村立図書館の一層の

整備・充実が望まれます。町村立図書館の設置が十分に進んでいない現状を踏まえ、公

立図書館が未設置の町村に対して必要な指導・助言等を行い、図書館の設置を促します。

○ 子どもにとって図書館をより利用しやすいものとするため、市町村立図書館が、子ど

もの利用のためのスペースの確保に努めるとともに、市町村が子育て施策や福祉施策等

の担当部局等との連携・協力を図り、子どもにとって利用しやすい図書館の整備を行う

よう促します。

○ 障害のある子どもに対するサービスとして、奈良県視覚障害者福祉センター等と連携

しながら、視覚障害のある子どもが読書を楽しむことができるような朗読資料や点字資

料等の整備を進めます。また、障害のある子どもが利用しやすい施設・設備の整備に努

めるよう促します。

○ 図書館は、住民の要望や地域の実情に十分留意し、十分な量の児童・青少年用図書及

び乳幼児向けの図書を含む図書館資料を整備して、充実した図書館サービスの提供に努

めるよう促します。特に、読書離れがいわれる中学生以上の青少年を対象とした図書資

料の整備を工夫するよう促します。

○ 公立図書館の図書館資料の整備については、地方交付税措置が講じられており、公立

図書館の図書館資料の計画的な整備を図るよう、市町村に働きかけます。

② 学校図書館の整備・充実

ア 児童生徒の様々な興味・関心に応えるような図書資料や施設などの物的環境の整備が

必要です。各市町村に対して、国の「学校図書館図書整備等５か年計画」に基づいた地

方交付税措置による学校図書館図書購入費の趣旨について一層の理解を求めます。

○ 学校図書館図書標準の達成とともに、図書の更新を含む図書資料の計画的な整備を

促します。

○ 公共図書館が行っている図書の学校貸出等のサービスの積極的な利用を促進するな

ど、学校図書館と公立図書館との連携を進めます。

イ 様々な障害種に応じた選書に努めるとともに、障害の状態等に応じて読書ができる施

設や整備の配慮を行い、読書の機会の確保に努めます。特別支援学校の学校図書館では

必要な図書等の整備に努めるとともに、公立図書館との連携を図り、団体貸出等により

読書環境の充実に努めます。

ウ 司書教諭は、学校図書館の運営・活用について中心的な役割を担っていることから、

学校においては、その役割を十分に果たせるような体制を整えていくことが必要です。

また、学校図書館を活性化するためには、司書教諭が、学校司書やボランティアと連携

しながら学校図書館のサービスの改善・充実を図ることも効果的です。

○ 司書教諭が学校図書館の職務を円滑に行うことができるよう、教職員の協力体制の

確立や校務分掌を整備するとともに、各学校の実情に応じた読書活動を計画的に実施

する体制づくりを促します。

○ 司書教諭について、毎年有資格者を増やすことを目指します。

○ 司書教諭研修を毎年実施します。

エ 学校司書は、学校図書館担当職員として、児童生徒用図書を含む図書館資料に関する
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広範な知識や、子どもの発達の段階に応じた図書の選択に関する知識、子どもの読書指

導に関する知識・技術等を身に付け、子どもや保護者に対して、図書に関する案内や助

言を行うとともに、子どもの読書活動に関する相談等に応じる重要な役割があります。

○ 学校図書館活動の充実を図る上で学校司書の果たす役割の重要性を普及・啓発する

とともに、国の財政措置や県内外各地の先進的な取組を紹介し、これらの積極的な活

用等により、学校図書館における司書を配置する学校数の割合を高めるよう働きかけ

ます。

○ 学校司書研修を毎年実施します。

③ 図書館等の連携・協力

○ 本県では、大学・専門図書館、公共図書館、高等学校図書館、小・中学校図書館の４

つの部会で構成される、奈良県図書館協会が館種を越えた協力活動を進めています。子

どもの読書活動を推進していく上で、公立図書館と学校図書館の連携・協力が欠かせな

いことから、県としては奈良県図書館協会の協力を求め、職員の研修、資料の相互貸借、

蔵書目録の共有化など、子どもの自主的な読書を支援していくための取組を進めます。

○ 県立図書情報館では、県内の公立図書館職員等を対象とした研修や県内公立図書館・

公民館図書室等への図書資料の協力貸出、レファレンス協力や蔵書横断検索システムの

運用などを一層進めていきます。

○ 学校図書館へのコンピューター整備及び図書情報のデータベース化を促進し、各種資

料の検索や管理を行いやすい環境の充実に努めるとともに、学校図書館間や公共図書館

とのネットワーク化にも努めます。

（５）啓発・広報

子どもの読書活動の推進には、学校、家庭、地域が互いに連携しつつ、理解を深めてい

くことが大切です。子どもの読書活動の重要性に対する県民の意識が一層高まるよう、啓

発・広報活動を実施します。

① 子ども読書活動推進フォーラムの開催

子どもの読書活動に携わっている、学校、図書館、ボランティアを中心に、実践事例

の紹介等を行うフォーラムを開催しています。

② 奈良県「子どもの読書活動推進」啓発ポスター募集事業

子どもの読書活動の大切さを伝える機会の創出のため、県内の小・中学校及び高等学

校の児童生徒に対して、子どもの読書活動推進を啓発する内容のポスターを募集する事

業を実施しています。応募作品の中から審査会で20点を優秀作品とし、県内施設での展

示等、啓発に活用しています。

③ 情報の提供

子どもの読書活動に関わる様々な情報を収集し、奈良県や県内公共図書館のホームペ

ージ等を通じて発信しています。
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今後、優良な図書を家庭・地域に周知・普及することを目的とした情報発信について

も検討します。

「子どもの読書活動の推進に関する法律」では、４月23日を「子ども読書の日」と定

めており、県内でも、様々な事業が展開されています。この「子ども読書の日」の周知

に努めるとともに、公立図書館や学校などで「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい行

事として、読書活動を取り入れた授業の公開や読み聞かせ等が実施されるよう促します。

④ 優秀実践校・図書館・団体（個人）の表彰

国の表彰制度に合わせ、優秀実践校や図書館及び団体等について子ども読書活動推進

会議専門部会で協議のうえ推薦しています。

また、優れた取組を広く県民に広報し、普及することにより、子どもの読書活動につ

いての関心と理解を深めるように努めています。

（６）推進体制

① 「奈良県子ども読書活動推進会議」の開催

子どもの読書活動を推進するためには、関係部局間が連携するとともに、市町村、学

校、関係団体等が連携し合うことが必要です。県、市町村、学校、図書館、ボランティ

ア団体等が積極的に情報交換を行い、総合的な推進体制を確立し、互いに協力して計画

の立案、事業の遂行に努めなければなりません。

そのため、本県では、平成15年から「奈良県子ども読書活動推進会議」を設置し、子

どもの読書活動推進の方策や連携・協力の在り方について、研究・協議を進めています。

○ 推進計画の進捗状況について、施策の実施状況を検討・評価するなど適切な進行管

理に努めます。

② 市町村における子ども読書活動推進計画の策定の促進

子どもの読書活動においては、家庭、地域、学校と深く関連する市町村の果たす役割

が重要であることから、各市町村に「市町村子ども読書活動推進計画」の策定を求めて

います。策定している市町村についても、計画の評価、見直しの上、それらに基づく取

組を充実させることが必要です。

○ 子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的な推進を図るため、市町村との連携

・協力に努めます。

○ 市町村における子どもの読書活動推進計画の策定率100％を目指します。

○ 市町村に対し、それぞれの地域の状況を踏まえ、市町村の子ども読書活動推進計画

の点検や改訂が実施されるよう働きかけます。

（７）次期推進計画について

○ 令和２年度から令和４年度までの成果と課題をまとめた上で、令和５年度中に「奈良

県子ども読書活動推進計画」の改訂について検討するものとします。
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●平成２５年度

７／３１、８／２　　１３：００～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：３９名（7/31）、３８名（8/2）

■講義・演習「子どもに届けよう！本の楽しさ研修講座Ａ
　読み聞かせ～」
　子どもの本専門店こぴすくらぶ　茅谷千恵子

教員（幼稚園、小学校、特別支援学校）

９／２７　１３：００～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：３５名

■講義・演習「ブックトーク講座～伝えよう！自分で読む楽しさ～

　ブックトークスペシャリスト　北畑博子
一般向け（読み聞かせボランティアなど）

１０／１６、１／３０　　１３：００～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：４２名（10/16）、３６名（1/30）

■講義・演習「読み聞かせ講座（初心者向け）～手を伸ばせばそこの本
いつだって好奇心～
　児童文学作家　今関信子

一般向け（読み聞かせボランティアなど）

●平成２４年度

９／５、１／２５　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：６１名（9/5）、４３名（1/25）

■講義・演習「読み聞かせ講座・経験者向け～広がる楽しみ
　読み聞かせ～」
　児童文学作家　今関信子

一般向け（読み聞かせボランティアなど）

９／１０、２／１　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：４５名（9/10）、３２名（2/1）

■講義・演習「ブックトーク講座～ブックトーク　はじめの一歩～」

　日本図書館協会　児童青少年委員会委員　川上博幸
一般向け（読み聞かせボランティアなど）

１０／３１、１／３０　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：４８名（10/31）、５８名（1/30）

■講義・演習「読み聞かせ講座・初心者向け～届けませんか？
　本の楽しさ～」
　子どもの本専門店こぴすくらぶ　茅谷千恵子

一般向け（読み聞かせボランティアなど）

●平成２３年度

１０／５、１１／９　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：４８名（10/5）、４４名（11/9）

■講義・演習「ブックトークについて」
　（１）講義「ブックトークの魅力について」
　（２）講師によるミニブックトーク実演
　ブックトークスペシャリスト　北畑博子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員、読み聞かせボランティアなど

１０／２８、１１／２４　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：５１名（10/28）、４０名（11/24）

■講義・演習「読書ボランティア活動について」
　（１）講義「読書ボランティアのこれから」
　（２）参加者による読み聞かせ発表・講評
　児童文学作家　今関信子

読み聞かせボランティアなど

１１／１　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：９２名

■講義・演習「ストーリーテリングについて」
　（１）講義「ストーリーテリングの魅力」
　（２）参加者による群読の演習
　ストーリーテリングスペシャリスト　宮井道子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員、読み聞かせボランティアなど

●平成２２年度

８／２５、１１／１０　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：７３名(8/25）、６１名(11/10）

■講義・演習「読書指導の充実に向けて」
　（１）絵本の楽しさ
　（２）子どもの発達と絵本について
　（３）おはなし会の組み立てについて
　子どもの本専門店こぴすくらぶ　茅谷千恵子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員、読み聞かせボランティアなど

９／３、１１／１９　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：７１名(9/3)、６６名(11/19）

■講義・演習「ストーリーテリングの魅力や伝え方について」
　（１）話の選び方
　（２）講師による実演
　甲南女子大学　講師　芦田悦子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員、読み聞かせボランティアなど

９／１３、１１／３０　１３：３０～１６：３０
場所：教育研究所
参加人数：７２名（9/13）、６９名（11/30）

■講義・演習「ブックトークの魅力や伝え方について」
　（１）ブックトークのおもしろさ
　（２）講師によるブックトークの実演
　長岡京市教育委員会　委員　北畑博子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員、読み聞かせボランティアなど

●平成２１年度

７／２２　１３：３０～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：６３名

■読み聞かせ入門講座　第１日　講義
　「絵本から広がり深まる世界」
　子どもの本専門店こぴすくらぶ　茅谷千恵子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員

７／３１　１３：３０～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：６３名

■読み聞かせ入門講座　第２日　講義・実習
　「実践！おはなし会」
　子どもの本専門店こぴすくらぶ　茅谷千恵子

県内保育園・幼稚園・小学校・中学校の
教職員

１１／９　１３：３０～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：６４名

■読み聞かせ入門講座　第１日　講義
　「よいことばに出会うこと－物語を耳からきくこと－」
　兵庫県子どもの図書館研究会　代表　小寺啓章

①市町村教育委員会・図書館関係者　②学校や地域、図
書館での読み聞かせボランティア関係者　③放課後子ど
も教室・学童保育指導員・学校支援ボランティア等、学校
や地域で子どもに関わっている方　④その他、読み聞か
せに関心のある人

１２／８　１３：３０～１６：００
場所：教育研究所
参加人数：６５名

■読み聞かせ入門講座　第２日　講義・実習
　「よろこびの分かち合い－子どもと本を結ぶ－」
　兵庫県子どもの図書館研究会　代表　小寺啓章

①市町村教育委員会・図書館関係者　②学校や地域、図
書館での読み聞かせボランティア関係者　③放課後子ど
も教室・学童保育指導員・学校支援ボランティア等、学校
や地域で子どもに関わっている方　④その他、読み聞か
せに関心のある人
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